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①テーマ設定の理由



②現状

 現状として大気中の二酸化炭素は産業革命前に比べ
て４０％上昇しています。日本の平均気温は１００
年あたりで１．１４度の割合で上昇しています。こ
れは世界平均より高い上昇率となります。

 日本近海の海面水温は、１００年あたりで１．０８
度上昇しています。これも世界平均よりも高い上昇
率となります。

 異常気象においても可能性が非常に高いのは暑い日
の増加や寒い日の減少、高温と熱波の増加、極端な
高潮の増加などがあげられ日本では大雨・猛暑日の
増加があげられます。



③問題点

地球温暖化の原因でもあり、私たちの身
近な発電に注目してみました。二酸化炭
素の排出量が最も多い発電は、石炭火力
発電です！！！！。



 2008年の時点で日本の発電の多くを占めてい
るのが石炭火力発電で、

その割合は64％です。温室効果ガスの総排出量
は12億8600万トンとなり、1995年と比べると増
加しており総排出量は1．９％上回っています。

更にデメリットとして大量の化石燃料を消費す
ることや、原発ゼロのしわ寄せで石炭火力発電
所の点検が十分にできないことなどがあげられ
ます。

2008年の日本の発電割合



④今後の課題

 解決策として石炭火力発電所を廃止し再生
可能エネルギーの使用を進めていけばいい
と思う再生可能エネルギーの例として風力
発電や太陽光発電などがあります。風力発
電は燃料を燃焼するわけではないので、温
暖化の原因でもある温室効果ガスの排出も
ないことや大気中の汚染の原因となる酸化
物も一切排出することなく発電出来ます。

 太陽光発電は二酸化炭素を排出しないこと
や雨や曇りの日でも発電できるメリットが
あります。



⑤10代からの提言
地球温暖化を止めるために自分たちができることを考えて

これからの生活に活かしていきましょう！！！！



⑥まとめ・感想

このように発電のやり方を例にしてもたくさんの工夫をすれば二酸化炭素の排出を

少なくすることもでき環境にも優しく地球温暖化防止に繋がります！。

みなさんも自分でできる工夫をして地球温暖化を防止していきましょう！。


